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旅館・ホテル　業績は大きく改善
「
人
材
」の
悩
み
一
層

本
紙
　

経
営
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

業
績
と
経
営
課
題

空
き
部
屋
貸
し
サ
ー
ビ
ス

「
認
め
ら
れ
な
い
」
％

外
国
人
客
の
受
け
入
れ

「
取
り
組
ん
で
い
る
」８
割

客
室
販
売
チ
ャ
ネ
ル

ネ
ッ
ト
比
率
高
ま
る

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
手
数
料

「
高
い
」の
声
が
多
数

調
査
の
概
要
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旅
館
・
ホ
テ
ル
の
業
績
が
大
き
く

改
善
し
た
こ
と
が
、
観
光
経
済
新
聞

社
が
こ
の
ほ
ど
実
施
し
た
経
営
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
分
か
っ
た
。

年
の

業
績
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ

年

よ
り
も
「
伸
び
る
」
ま
た
は
「
や
や

伸
び
る
」
と
い
う
回
答
が

・
６
％

を
占
め
た
。経
営
の
課
題
を
聞
く
と
、

こ
れ
ま
で
多
か
っ
た
「
売
り
上
げ
」

に
関
す
る
回
答
は
減
り
、
「
人
材
不

足
」
が
増
加
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
往
復
ア
ン

ケ
ー
ト
は
が
き
を
２
０
１
５

年

月
に
郵
送
し
、
旧
国
観

連
の
会
員
を
中
心
と
し
た
旅

館
・
ホ
テ
ル
に
①

年
の
業

績
（
見
込
み
）
②

年
の
業

績
見
込
み
③
宿
泊
単
価
の
見

通
し
④
経
営
上
の
課
題
⑤
旅

行
会
社
、
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
、
直
販
の
各
客
室
販
売

比
率
⑥
旅
行
会
社
と
ネ
ッ
ト

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
実
質
的
な

手
数
料
率（
企
画
参
画
料
金
、

ポ
イ
ン
ト
負
担
・
ネ
ッ
ト
広

告
な
ど
を
含
む
）
⑦
そ
の
手

数
料
は
高
い
か
適
正
か
⑧
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
⑨

空
き
部
屋
貸
し
サ
ー
ビ
ス
に

賛
成
か
反
対
か
―
な
ど
に
つ

い
て
聞
い
た
。

　
回
答
数
は
１
４
７
軒
。
客

室
規
模
別
で
は「

～

室
」

が

軒
、
「

～

室
」
が


軒
、
「

～

室
」
が


軒
、
「

～
１
０
０
室
」
が


軒
、
「
１
０
１
室
以
上
」

が

軒
と
な
っ
て
い
る
。

　
外
国
人
旅
行
客
の
受
け
入

れ
に
「
取
り
組
ん
で
い
る
」

の
は

・
０
％
で
、
今
回
も

最
も
多
か
っ
た
。
前
回
よ
り


・
８
㌽
増
加
し
て
い
る
。

　
「
取
り
組
ん
で
い
な
い
」

は
８
・
７
㌽
減
の
８
・
９
％
。

「
将
来
、
取
り
組
む
」
は
３

・
０
㌽
減
の

・
１
％
だ
っ

た
。

　
業
績
の
質
問
は
、
前
年
と

比
較
し
て
「
伸
び
る
」「
や
や

伸
び
る
」「
横
ば
い
」「
落
ち
込

む
」「
赤
字
」
の
５
段
階
で
回

答
を
求
め
た
。

　

年
の
業
績
見
込
み
に
つ

い
て「
伸
び
る
」と
の
回
答
は


・
７
％
で
前
年
よ
り

・
２

㌽
も
増
加
。「
や
や
伸
び
る
」

も

・
９
％
と
２
・
８
㌽
増

え
、両
回
答
の
合
計
は

・
０

㌽
増
の

・
６
％
と
な
り
、旅

館
・
ホ
テ
ル
の
業
績
が
大
き

く
改
善
し
て
い
る
。「
横
ば

い
」は

・
１
㌽
減
の

・
５

％
、「
落
ち
込
む
」は

・
１
㌽

減
の

・
２
％
、「
赤
字
」は
０

・
８
㌽
減
の
０
・
７
％
で
そ
れ

ぞ
れ
良
化
し
て
い
る
。

　

年
の
業
績
予
想
も
経
営

者
に
聞
い
て
お
り
、
「
伸
び

る
」
は

年
の
業
績
見
込
み

と
比
べ
て

・
１
㌽
減
の


・
６
％
、
「
や
や
伸
び
る
」

が
５
・
５
㌽
増
の

・
４
％

と
な
っ
た
。
両
回
答
の
合
計

は

・
０
％
と

・
６
㌽
の

減
少
だ
が
、

年
か
ら

年

ま
で
の
数
字
と
見
比
べ
て
悪

く
な
い
。
「
横
ば
い
」
が


・
５
㌽
増
の

・
０
％
で
、

「
伸
び
る
」組
が「
横
ば
い
」

に
シ
フ
ト
し
た
形
だ
。

　
今
後
の
宿
泊
単
価
は
「
上

昇
」
が

・
６
％
、
「
や
や

上
昇
」
が

・
２
％
、
「
横

ば
い
」
が

・
１
％
と
上
昇

を
予
測
す
る
向
き
が
多
い
。

　
経
営
の
課
題
は
自
由
記
入

形
式
で
の
回
答
で
、
最
も
多

い
の
は「
人
材
不
足
」や
「
人

員
確
保
」
な
ど
。
前
回
も
突

出
し
て
多
か
っ
た
が
、
今
回

は
一
極
集
中
の
様
相
だ
。

　
２
番
目
に
は「
耐
震
工
事
」

の
問
題
が
浮
上
。
以
下
、

「
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
」
「
売

り
上
げ
不
振
」
や
「
生
産
性

の
向
上
」
の
回
答
が
多
く
挙

が
る
。

　
今
回
も
旅
行
会
社
と
ネ
ッ

ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
手
数
料

率
と
、
そ
の
手
数
率
が
高
い

か
適
正
か
を
聞
い
た
。

　
旅
行
会
社
の
手
数
料
は

「

％
」
が

・
５
％
と
例

年
同
様
に
最
も
多
い
。
大
手

旅
行
会
社
が
こ
こ
を
基
本
と

し
て
い
る
か
ら
で
、
数
字
も

前
回
の

・
８
％
と
大
き
く

変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
２
番
目
が

・
１
％
の

「

％
」
、
３
番
目
が
９
・

８
％
の
「

％
」
だ
っ
た
。

基
本
ラ
イ
ン
の

％
に
企
画

参
画
料
な
ど
の
料
金
が
加
わ

っ
た

～

％
が
多
い
の
も

変
わ
ら
ぬ
傾
向
だ
。

　
こ
の
旅
行
会
社
の
手
数
料

に
つ
い
て
「
高
い
」
か
「
適

正
」
か
の
二
択
で
聞
い
た
。

結
果
は
「
高
い
」
が

・
９

％
と
声
が
大
き
い
。
残
り
の


・
１
％
が
「
適
正
」
の
回

答
と
な
っ
た
。
だ
が
、
「
高

い
」
は

年

・
６
％
、


年

・
４
％
と

％
台
だ
っ

た
が
、
今
回
は

％
台
に
減

少
し
て
い
る
。

　
一
方
、
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
の
手
数
料
は
「

％
」

が

・
１
と
な
り
今
回
も
ト

ッ
プ
。
以
下
、

・
３
％
の

「
８
％
」
、

・
７
％
の

「
９
％
」
と
続
く
の
は
前
回

と
同
じ
だ
。

　
こ
の
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
の
手
数
料
に
つ
い
て
は

「
高
い
」
が

・
６
％
、

「
適
正
」
が

・
４
％
と
な

っ
て
い
る
。

　
旅
行
会
社
、
ネ
ッ
ト
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
、
直
販
そ
れ
ぞ
れ

の
客
室
の
販
売
比
率
も
聞
い

て
い
る
。

　
旅
行
会
社
経
由
は
、
「


～

％
」
が

・
５
％
、

「

～

％
」
が

・
７
％

で
、
こ
の
辺
り
が
主
流
。
前

回
は
「

～

％
」
が

・

２
％
で
最
多
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
旅
行
会
社
比
率
は
や
や

落
ち
て
い
る
よ
う
だ
。

　
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
経

由
は
「

～

％
」
が

・

２
％
と
な
り
、
前
回
と
同
じ

く
こ
こ
が
最
も
多
い
。
「
１

～

％
」
が

・
８
％
と


・
２
㌽
減
っ
た
の
に
対
し
、

「

～

％
」
が

・
２
％

と
５
・
８
㌽
増
え
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
ネ
ッ
ト
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
比
率
は
高
ま
っ
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
直
販
は
「

～

％
」
が


・
２
％
で
最
も
多
い
。

「

～

％
」
が

・
７
％

と
４
・
４
㌽
減
、
「

～


％
」
が

・
３
％
と
４
・
６

㌽
増
と
い
う
状
況
か
ら
直
販

比
率
も
高
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　
今
回
は
初
め
て
空
き
部
屋

貸
し
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
五
択
で
聞
い
た
。
結
果
は
、

「
も
っ
と
普
及
す
べ
き
だ
」

が
０
・
９
％
、
「
普
及
は
時

代
の
要
請
」
が
７
・
５
％
、

「
特
区
で
行
う
な
ら
問
題
な

い
」
が

・
４
％
、
「
認
め

ら
れ
な
い
」
が

・
１
％
、

「
賛
成
反
対
ど
ち
ら
で
も
な

い
」
が

・
０
％
。
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
意
見
が
多
数

を
占
め
た
。

　
そ
の
理
由
を
自
由
回
答
形

式
で
聞
く
と
、
認
め
ら
れ
な

い
は
「
無
免
許
な
の
に
ア
ン

フ
ェ
ア
」
「
旅
館
業
法
が
形

骸
化
」
、
特
区
は
「
期
間
を

区
切
る
な
ら
良
い
」
「
都
市

部
な
ら
し
ょ
う
が
な
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。

　
時
代
の
要
請
は
「
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
世
界

の
潮
流
」
の
声
が
あ
っ
た
。


